
 
＜特⻑＞  

◇ 低電流部分への光沢、つきまわり性を向上させます。 
◇ 皮膜が柔らかいため後加工性に優れています。 
◇ 他の光沢剤との相性が良く、補助的光沢剤として使⽤できます。 
  当社製品にはアイコー6363 との併⽤を推奨します。 
◇ 静⽌浴では、従来の光沢剤に本光沢剤を併⽤することで更に光沢が得られます。 
 

＜使用方法＞ 
 範囲 

浴組成 

⾦属亜鉛 10〜40g/L 
⻘化ソーダ 12〜120g/L 
苛性ソーダ 60〜110g/L 
Ｍ比 1.2〜3.2 
アイコー2060 濃度 
（建浴時） 2.5〜3.0mL/L 

 
◇消耗量 普通⻘化浴 ︓8,000〜10,000AH/L 
 低⻘化浴 ︓4,000〜6,000AH/L 

 
・アイコー2060 は水で 5 倍以上に希釈してから添加してください。直接の添加は 

できません。 
・消耗量は浴組成や浴温度、品物等の条件により異なります。 
・冬季は気温の低下により製品が固まることがあります。お湯などで温めてから使⽤ 

してください。 
 

＜処理⼯程＞ 

 
＜管理方法＞ 

◇補給量 
0.2〜0.3mL/L を目安に補給してください（8 時間作業の場合）。 

◇その他 
⾦属亜鉛、⻘化ソーダ、苛性ソーダの各濃度は湿式分析により管理できます。 
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＜性状＞ 
外観 ︓⻘色液体 
比重 ︓1.04〜1.10 

 
＜注意事項＞ 

取扱いの際は保護具を着⽤してください。 
眼に入れたりしないように注意してください。万一、眼や皮膚に付着した場合は多量の水で
洗い流し、医師の手当を受けてください。 
その他、安全データシートをよく読んでから使⽤してください。 
 

＜荷姿＞ 
20kg BIB 容器 
 


